
業務仕様書 

 

１ 業務名 

令和７年度 Music Fusion in Kyoto 音楽祭開催等業務（企画・制作等業務） 

 

２ 業務の目的 

大阪・関西万博を契機に、誰もが親しみやすい文化である音楽で京都府内を満たし、次

世代の音楽家の育成、音楽を通じて世代を超えた人と人との繋がりを育むとともに、各地

域の文化資源をコンサート会場として活用するなど、地域それぞれの魅力も発信する

Music Fusion in Kyoto 音楽祭を開催する。文化庁が移転した京都から、音楽を軸とする

文化による地方創生のモデル事業（京都モデル）を発信する。 

 

３ 契約期間 

契約締結日から令和８年３月 19 日まで 

 

４ 実施する催事 

(1) オーケストラコンサート 

京都、関西ゆかりのアーティストを中心に、特別に編成されたオーケストラによるコ

ンサートを京都府内２会場で実施する。 

(2) 室内楽コンサート 

オーケストラコンサートに出演する演奏家等による小編成の管弦合奏を京都府内４

～６会場で実施する。 

(3) 教育プログラム 

京都府内の小中学生を対象とし音楽の体験機会の創出を図るため、以下のア～ウのプ

ログラムを実施する。 

ア (1)、(2)に出演する音楽家等によるプログラム（京都府内５会場程度） 

イ 楽器体験プログラム（京都府内５会場程度） 

ウ 音楽を通じたこどもたちの交流プログラム（京都府内２会場程度） 

 

５ 業務内容 

本業務において受託者は、以下の(1)～(8)の業務を行うこと。なお、業務の実施にあたっ

ては、発注者と十分に協議・調整すること。 

(1) 全体統括等 

以下の(2)～(8)の各業務の実施にあたり、発注者及び関係者等と十分に調整を行い、

本業務全体を統括する担当者を１名以上配置することし、契約締結後５日以内に担当者

の氏名等を発注者へ報告すること。 

(2) オーケストラコンサート 

４(1)について、次の業務を実施すること。 



ア 音楽監督と協力し演奏プログラムを企画、制作すること。 

イ 音楽監督及び演奏者の手配及びスケジュール等管理を行うこと。スケジュール等管

理には、演奏本番とともにリハーサルを含むこと。また、演奏者を手配するうえで必

要な手続等（国際渡航、VISA 取得、移動・宿泊、謝礼、食事など）を行うこと。 

ウ 演奏及び舞台運営に必要なスタッフを手配し、管理すること。 

エ 楽器の調律、運搬を行うこと。 

オ 会場及び設備（音響・照明等）並びに舞台設営について助言、協力すること。 

(3) 室内楽コンサート 

４(2)について、次の業務を実施すること。 

ア 音楽監督と協力し演奏プログラムを企画、制作すること。 

イ 音楽監督及び演奏者の手配及びスケジュール等管理を行うこと。スケジュール等管

理には、演奏本番とともにリハーサルを含むこと。また、演奏者を手配するうえで必

要な手続等（国際渡航、VISA 取得、移動・宿泊、謝礼、食事など）を行うこと。 

ウ 演奏及び舞台運営に必要なスタッフを手配し、管理すること。 

エ 楽器の調律、運搬を行うこと。 

オ 会場及び設備（音響・照明等）並びに舞台設営について助言、協力すること。 

(4) 教育プログラム 

４(3)アについて次の業務を実施すること。 

ア 音楽監督と協力し演奏プログラムを企画、制作すること。 

イ 音楽監督及び演奏者の手配及びスケジュール等管理を行うこと。スケジュール等管

理には、演奏本番とともにリハーサルを含むこと。また、演奏者を手配するうえで必

要な手続等（国際渡航、VISA 取得、移動・宿泊、謝礼、食事など）を行うこと。 

ウ 演奏及び舞台運営に必要なスタッフを手配し、管理すること。 

エ 楽器の調律、運搬を行うこと。 

オ 会場及び設備（音響・照明等）並びに舞台設営について助言、協力すること。 

(5) 関連業務との協力 

別途業務として以下の関連業務を発注する予定である。 

令和７年度 Music Fusion in Kyoto 音楽祭開催等業務（運営・広報等業務） 

円滑に事業を進め、安全管理を図るため、関連業務の受注者と協力して業務を実施す

ること。 

(6) 事業を進める上で必要とする業務 

ア 本業務を実施するうえで行った会議、打合せ等については、決定事項等、要点を簡

潔にまとめた議事録（様式任意）を都度速やかに作成し、発注者の承認を得ること。 

イ 本業務を実施するうえで発生したごみは、受託者の責任において適切に処分するこ

と。 

ウ 本業務に係る広報について助言、協力すること。 

エ 本業務において使用する楽曲に係る音楽著作物の利用手続について助言、協力する



こと（音楽著作物の利用に係る手続は発注者が行うものとする）。 

(7) 令和８年度 Music Fusion in Kyoto 音楽祭（仮称）の開催に向けた調査等 

本事業の成果、音楽監督の意見等を踏まえ、令和８年度 Music Fusion in Kyoto 音

楽祭（仮称）の開催に向けた調査等を実施し、令和７年 12月 12 日（金）までに取りま

とめ、発注者に提出すること。 

(8) 報告書の作成 

本業務の実績結果等をまとめた実績報告書を作成すること。 

 

６ 実績報告 

業務完了後は、直ちに業務完了報告書を経費内訳、業務実施状況を撮影した写真※等の

資料、本業務で作成した会議、打合せ等の議事録（発注者承認済みのものを全て）を添え、

紙媒体及び電子データで提出すること。 

※ 記録動画、記録写真の撮影等については、令和７年度 Music Fusion in Kyoto 音楽

祭開催等業務（運営・広報等業務）における業務とする 

 

７ 著作権等 

(1) 本事業により得られた知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、プログラム及びデー

タベースに係る著作権等権利化された無体財産権及びノウハウ等）は、発注者に帰属す

る。 

(2) 受託者は自ら制作・作成した著作物に対し、いかなる場合も著作者人格権を行使しな

いものとする。 

(3) 成果物に含まれる受託者又は第三者が権利を有する著作物等（以下「既存著作物」と

いう。)の著作権等は、個々の著作者等に帰属するものとする。 

(4) 納入される成果物に既存著作物等が含まれる場合には、受託者が当該既存著作物の使

用に必要な費用の負担及び使用許諾契約等に係る一切の手続を行うものとする。 

 

８ 個人情報の取扱い 

委託業務を実施するための個人情報の取扱いについては、個人情報の保護に関する法律

（平成 15年法律第 57号）及び委託契約書の記載事項を遵守しなければならない。 

 

９ 再委託 

(1) 受託事業者は、業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。

ただし、受託事業者は、業務をより効果的なものとする目的において、あらかじめ発注

者の承諾を得たときは、委託業務における総合的企画、業務遂行管理、業務の手法の決

定及び技術的判断等業務の主たる部分を除き、必要に応じて業務の一部を再委託するこ

とができる。 

(2) 受託事業者は、業務を再委託に付する場合、再委託先ごとに再委託する業務の内容、

再委託先の概要並びにその体制及び責任者について、書面により再委託先との契約関係



を明確にした上で発注者の承諾を得るとともに、再委託先に対して適切な指導、管理の

下に業務を実施しなければならない。 

 

10 その他 

(1) 本業務の実施に当たっては、発注者と連絡を密にし、円滑な業務の遂行に努めること。 

(2) 発注者が会議等への出席等、業務の要請をした場合には、即応することができる体制

を構築しておくこと。 

(3) 受託者は、契約期間中及び契約期間後において、本業務上知り得た情報を第三者に漏

らしてはならない。 

(4) 業務に支障が生じた場合又は支障の発生が予想される場合には、その要因を分析する

とともに、発注者と協議の上、積極的に改善に取り組むこと。 

(5) その他、契約書及び業務仕様書に定めのない事項、細部の業務内容等については、発

注者と協議して決定すること。 

(6) 本事業実施に当たり、損害賠償保険、傷害保険等必要な保険に加入すること。 

(7) やむを得ない事由により、本事業の開催が困難になった場合は、発注者の指示を受け

た上で当該事業の全部又は一部を中止することとする。この場合の代替措置については、

協議の上、決定するものとする。 



企画・制作等
業務

運営・広報等
業務

○ －

○ －

○ －

○ －

－ ○

○ －

－ ○

－ ○

コンサートに出演する音楽家等によるプログラム

演奏プログラムの企画、制作等に関すること。 ○ －

演奏者の手配、管理に関すること。 ○ －

演奏及び舞台運営に必要なスタッフの手配、管理に関すること。 ○ －

楽器の調律、運搬に関すること。 ○ －

会場及び設備（音響・照明等）に係る手配並びに舞台設営に関すること。 － ○

会場及び設備（音響・照明等）並びに舞台設営に係る助言、協力に関すること。 ○ －

運営及び運営に係るスタッフの手配、管理等に関すること。 － ○

楽器体験及び音楽を通じたこどもたちの交流プログラム

会場、指導者等の手配、調整等に関すること。 － ○

会場運営及び運営に係るスタッフの手配、管理等に関すること。 － ○

－ ○

○ －

－ ○

○ －

－ ○

－ ○

－ ○

－ ○

○ －

○ －

【参考】令和７年度Music Fusion in Kyoto 音楽祭開催等業務に係る業務内容一覧

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

業務内容

演奏プログラムの企画、制作等に関すること。

演奏者の手配、管理に関すること。

演奏及び舞台運営に必要なスタッフの手配、管理に関すること。

楽器の調律、運搬に関すること。

会場及び設備（音響・照明等）並びに舞台設営に係る助言、協力に関すること。

運営及び運営に係るスタッフの手配、管理等に関すること。

会場及び設備（音響・照明等）に係る手配並びに舞台設営に関すること。

チケット販売に関すること。

室
内
楽
コ
ン
サ
ー

ト

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト

コンサートプログラムの制作に係る助言、協力に関すること。

運営マニュアル、会場配置図等の作成に関すること。

来場者の導線確保、誘導計画の作成に関すること。

アンケートの作成、配布、回収及び集計に関すること。

事業の記録作成に関すること。

令和８年度Music Fusion in Kyoto 音楽祭（仮称）の開催に向けた調査等に関すること。

事
業
全
般

※ 「○」を各業務の内容とするが、本表は業務内容の大枠を確認するための参考であり、詳細は業務仕様書を確認すること

音楽著作物の利用手続に係る助言、協力に関すること（手続は委託者が行う）。

広報に関すること。

広報に係る助言、協力に関すること。

コンサートプログラムの制作（デザイン、印刷等）に関すること。


